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二
月
下
旬
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
。
国
連
で
は

加
盟
国
の
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
、

ロ
シ
ア
軍
の
無
差
別
攻
撃
を
非
難
し

即
時
停
止
を
求
め
る
人
道
決
議
を
採

択
し
た
。
ま
た
、
日
本
国
内
で
も
多

く
の
団
体
で
「
戦
争
反
対
・
核
使
用

を
や
め
よ
」
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る

▼
日
本
体
育
大
学
で
も
ロ
シ
ア
の
軍

事
侵
攻
に
か
か
わ
っ
て
学
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
出
し
た（
３
月
７
日
付
）。

日
体
大
が
「
政
治
な
課
題
」
に
こ
の

よ
う
な
態
度
表
明
を
し
た
こ
と
は
初

め
て
だ
と
い
う
。
理
由
と
し
て
、「
日

体
大
は
戦
時
下
に
お
け
る
過
去
の
重

い
歴
史
を
教
訓
と
し
て
世
界
平
和
と

民
族
の
友
好
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
様
々
な
活
動
を
し
て
き
た
。

そ
の
上
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
は
、
本
学
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
暴

力
に
よ
っ
て
多
く
の
人
を
傷
つ
け
、

命
を
奪
い
、
心
身
の
健
康
を
脅
か
す

も
の
。
子
供
た
ち
や
ス
ポ
ー
ツ
に
携

わ
る
者
の
未
来
を
奪
う
こ
と
に
も
つ

な
が
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
様
々

な
信
条
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
て

人
々
の
心
に
響
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
▼

世
界
の
国
々
は
過
去
２
回
の
凄
惨
な

大
戦
を
経
て
、「
国
際
紛
争
を
解
決
す

る
た
め
の
武
力
行
使
を
制
限
す
る
」

と
い
う
見
地
に
至
っ
て
い
る
。
侵
略

国
が
出
て
き
た
と
き
に
は
国
連
を
中

心
と
し
た
国
際
社
会
全
体
の
「
集
団

安
全
保
障
」
で
対
応
す
る
こ
と
が
大

原
則
。
集
団
的
／
個
別
的
自
衛
権
と

は
、
そ
の
国
際
社
会
全
体
が
対
応
す

る
ま
で
の
間
、
そ
の
行
使
が
認
め
ら

れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
▼
国
際
的
な

「
有
事
」
を
き
っ
か
け
に
、「
敵
基
地

攻
撃
能
力
」
や
「
核
共
有
」
な
ど
の

勇
ま
し
い
（
？
）
言
説
が
飛
び
交
う
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
多
く
の
市
民
を

戦
火
か
ら
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

日
本
が
憲
法
に
謳
わ
れ
る
「
国
際
紛

争
の
平
和
的
手
段
に
よ
る
解
決
」
の

先
頭
に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な

い
。 

（
尾
形
文
智
）

待合室キ
ャンペー

ン

クイズで
考える私

たちの医
療

　昨年秋に先生方にご協力いただきましたクイズはがきに、全
国から3万989人の応募があり、抽選の結果、岩手から1等
と3等、それぞれお一人ずつが当選しました。
　1等に当選した小林小児科クリニック（盛岡）の患者さんに
お話を伺いました。
　「当選したことに驚きました。ありがとうございます。
今日は子どもの予防接種に来ました。両親と同居していますが、
両親は今の子どもたちが医療費無料で優遇されていて自分たち
の時にはなかったとビックリしています。
今は子どもたちにとってはいいけれど、高
齢者には厳しいと話しています。秋から2
割負担になると、もっと大変になるので、
2割化は止めてほしいです。」

岩手から1等、3等

一人ずつ当選!!
１等に当選した鷺

さぎ
真奈美さんと

怜
とき
弥
や
くん（4）に景品を渡す小林

有一先生

　
当
会
で
３
月
に
開
業
医
会

員
の
先
生
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
『
従
業

員
休
業
』
調
査
」
の
結
果
、

医
科
歯
科
と
も
に
半
数
以
上

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ス
タ
ッ
フ
が
休
業 

半
数
以
上

の
医
院
で
、
従
業
員
本
人
の

感
染
ま
た
は
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
の
感
染
ま
た
は
学
校

閉
鎖
、
学
級
閉
鎖
等
で
従
業

員
が
急
き
ょ
休
み
と
な
っ
た

事
例
が
あ
り
、
医
科
で
52
％
、

歯
科
で
55
％
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
県
内
で
も

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
猛

威
を
振
る
っ
て
い
る
中
、
親

が
子
ど
も
の
面
倒
を
み
る
た

　
従
業
員
本
人
の
感

染
ま
た
は
小
学
生

以
下
の
お
子
さ
ん
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
ま
た
は

学
校
閉
鎖
、 

学
級
閉
鎖
等
に

よ
り
、
従
業
員
が
急
き
ょ
休

み
と
な
っ
た
事
例
は
あ
っ
た

か
？
（
期
間
：
２
０
２
２ 

年

２
月
１
日
〜
３
月
15
日
）

　
医
療
機
関
の
従
業
員
は
女

性
の
割
合
が
多
く
、
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
が
い
る
方
も

多
い
の
が
現
実
で
す
。
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
、
こ
れ
ま
で
の

県
内
の
感
染
と
傾
向
が
異
な

り
、
若
年
層
に
広
が
っ
た
た

め
、
子
ど
も
や
従
業
員
本
人

の
感
染
ま
た
は
濃
厚
接
触
者

認
定
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

急
き
ょ
、
学
級
閉
鎖
の
連
絡

が
入
る
場
合
も
あ
り
、
子
ど

も
の
世
話
の
た
め
仕
事
を
休

ま
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
例
は

約
半
数
の
医
療
機
関
で
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
面
に
続
く
）

め
に
仕
事
を
休
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、

医
療
現
場
の
実
態

を
報
告
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行

い
ま
し
た
。

　
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お

伝
え
し
ま
す
。

問
１

　
４
月
15
日
㈮
、
盛
岡
の
ア

イ
ー
ナ
で
「
医
療
従
事
者
の

た
め
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
〜
イ
ラ
イ
ラ
に
振
り

回
さ
れ
な
い
自
分
の
作
り
方

〜
」
を
開
催
し
、
11
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

も
同
時
開
催
し
、
26
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
一
般
社
団
法
人
日

本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

協
会
認
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
関
村
和
絵
氏
が
務
め
ま
し

た
。
最
初
に
「
怒
る
」
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
考
え
、
最
近
怒
っ
た
こ
と

を
参
加
者
に
挙
げ
て
も
ら
っ

た
上
で
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
は
怒
り
の
感
情
で

後
悔
し
な
い
こ
と
、
怒
る
必

要
の
あ
る
こ
と
は
怒
れ
、
怒

る
必
要
の
な
い
こ
と
は
怒
ら

な
く
な
る
こ
と
と
説
明
し
ま

し
た
。

　
問
題
と
な
る
４
つ
の
怒
り

や
、
怒
ら
せ
る
も
の
の
正

体
、
怒
り
が
生
ま
れ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
紹
介
し
た
後
、
衝

動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
思
考

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
行
動
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
３
つ
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
説
明
、
悪
い

叱
り
方
の
例
を
挙
げ
、
感
情

的
に
機
嫌
で
叱
る
の
で
は
な

く
、
叱
る
時
の
基
準
を
明
確

に
し
、
相
手
を
責
め
な
い
上

手
な
叱
り
方
を
説
明
し
ま
し

た
。
最
後
に
怒
り
の
連
鎖
を

断
ち
切
り
、
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
差
別
の
な
い
社

会
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
職
場
に

戻
っ
て
や
っ
て
み
た
い
！
と

思
う
内
容
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
！
」、「
怒
り
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」、

「
自
分
の
感
情
を
改
め
る
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」、

「
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
聞
い

て
ほ
し
い
内
容
で
し
た
」、

「
日
々
の
業
務
に
お
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
場
面
が
多
々

あ
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

〜
べ
き
の
捉
え
方
が
年
代
に

よ
っ
て
も
違
う
の
で
悩
ま
し

い
で
す
。
基
準
を
明
確
に
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

他
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
聞
い
て
ほ
し
い
内
容
だ
っ
た

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
会
開
催

会場のようす
講師の関村和絵氏

（アンガーマネジメント
　認定コンサルタント）　

［従業員が休みとなった事例］

なし
48％ あり

52％

【医科】

【歯科】

なし
45％ あり

55％

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
同
時
開
催
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脅
か
さ
れ
る
食
の
安
全

―
地
方
の
反
撃
も

政
策
部
長　
板
津 

慶
幸

　
健
康
に
と
っ
て
毎
日
の
食

事
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
は

常
識
で
あ
る
が
、
そ
の
基
に

な
る
食
そ
の
も
の
の
安
全
が

お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
、
元
農
水
大
臣
の
山
田

正
彦
氏
の
著
書
か
ら
述
べ
て

み
る
。
要
は
こ
の
問
題
も
利

益
優
先
・
規
制
緩
和
の
新
自

由
主
義
の
一
断
面
な
の
で
あ

る
。

　
「
二
度
と
国
民
を
飢
え
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
政

府
の
決
意
と
覚
悟
か
ら
、
優

秀
な
種
子
を
国
が
責
任
を

も
っ
て
供
給
す
る
と
い
う
種

子
法
（
１
９
５
２
年
）
が
２

０
１
８
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
安
価
で
安
定
し
て

供
給
さ
れ
る
体
制
を
保
障
し

て
き
た
が
、
１
９
８
４
年
の

大
改
正
と
１
９
９
５
年
の
新

食
糧
法
に
よ
り
民
間
企
業
が

米
の
育
種
事
業
に
参
入
可
能

と
な
り
３
０
３
０
社
が
農
業

経
営
を
行
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
世
界
的
に
み
る
と
モ

ン
サ
ン
ト
、
ダ
ウ
ジ
ュ
ポ

ン
、
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
の
多
国

籍
ア
グ
リ
企
業
に
よ
っ
て
種

子
の
70
％
が
生
産
さ
れ
て
お

り
、
日
本
へ
の
進
出
を
狙
っ

て
種
子
法
が
廃
止
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
政
府
は
三
井
化
学
の

「
み
つ
ひ
か
り
」、
モ
ン
サ
ン

ト
の
「
と
わ
の
め
ぐ
み
」
を

推
奨
し
て
回
っ
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
Ｆ
１
品
種
、

即
ち
一
代
限
り
。

　
種
苗
法
の
改
正
で
自
家
増

殖
を
原
則
禁
止
し
、
企
業
か

ら
種
を
買
い
続
け
ね
ば
な
ら

ず
、
違
反
す
る
と
罰
金
の
対

象
と
な
る
。
主
食
の
値
段
も

大
企
業
に
握
ら
れ
る
。
野

菜
の
殆
ん
ど
（
マ
メ
科
キ
ク

科
を
除
く
）
が
Ｆ
１
品
種
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
で
あ

る
が
、
Ｆ
１
の
方
が
早
く
成

長
し
、
大
き
さ
形
状
が
一
定

で
あ
る
。
こ
の
殆
ん
ど
が
輸

入
品
で
あ
り
、
主
食
で
あ
る

米
が
大
規
模
ア
グ
リ
企
業
の

儲
け
の
対
象
と
さ
れ
て
支
配

さ
れ
て
い
く
と
い
う
危
機
が

迫
っ
て
き
て
い
る
。

　
又
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
の
こ
と
で
あ
る
が
24
カ
国

で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
大
豆

の
80
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

33
％
を
占
め
て
い
る
。
ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
（
除
草
剤
）
に

耐
性
を
持
た
せ
た
遺
伝
子
組

み
換
え
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
市
場
支
配
を
許

す
の
が
種
子
法
の
廃
止
で
あ

る
。
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
で
悪

性
リ
ン
パ
腫
な
ど
が
ん
を
発

症
し
た
裁
判
が
各
国
で
起
っ

て
い
る
。
種
苗
法
の
改
正（
モ

ン
サ
ン
ト
法
）
で
自
家
採
種

及
び
増
殖
が
原
則
禁
止
と
い

う
点
か
ら
の
違
反
で
訴
え
ら

れ
賠
償
問
題
も
多
発
し
て
い

る
。
企
業
の
儲
け
の
対
象
化

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
最
近
で
は

欧
米
に
お
い
て
は
非
遺
伝
子

組
み
換
え
（
Ｎ
Ｏ
Ｎ 

Ｇ
Ｍ

Ｏ
）、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品

が
成
長
拡
大
し
て
、
イ
タ
リ

ア
の
ス
ー
パ
ー
で
は
殆
ど
が

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
ド
イ
ツ
・

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
は
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
栽
培
が
中

止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
反

し
て
日
本
で
は
野
放
し
状
態

で
、
２
０
１
７
年
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
の
残
留
基
準
を
緩
和

さ
え
し
て
い
る
。
ラ
ウ
ン
ド

ア
ッ
プ
レ
デ
ィ
ー
大
豆
や
Ｂ

ｔ
コ
ー
ン
（
害
虫
抵
抗
性
の

遺
伝
子
組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
）
を
知
ら
ず
に
食
べ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
現
状
に
対
す
る
反
撃

が
地
方
自
治
体
で
始
ま
っ
て

お
り
、
種
子
法
に
代
わ
る
種

子
条
例
が
新
潟
、
兵
庫
、
埼

玉
、
山
形
、
富
山
、
北
海
道
、

岐
阜
、
福
井
、
宮
崎
、
鳥
取
、

長
野
そ
し
て
愛
知
な
ど
28
県

で
成
立
し
て
い
る
。
我
々
に

は
日
本
の
農
業
と
食
を
ど
う

す
る
の
か
、
子
ど
も
や
孫
に

対
し
て
の
責
任
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。「
食

料
は
ミ
サ
イ
ル
と
同
じ
で
あ

る
」。

　

種
子
法
に
つ
い
て

﹁
売
り
渡
さ
れ
る
食
の
安
全
﹂

　
一
月
度
政
策
部
会
は
、「
種
子
法
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、『
売
り
渡
さ
れ
る
食
の
安
全
』（
山
田
正
彦
元
農
水
大
臣

著
、
角
川
新
書
）
を
テ
キ
ス
ト
に
、
部
員
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト

学
習
を
行
っ
た
。
板
津
慶
幸
政
策
部
長
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
を

紹
介
す
る
。

愛
知
保
険
医
新
聞
　
第
２
２
１
１
号
よ
り
転
載

政
策
部
だ
よ
り

新型コロナウイルス感染症による「従業員休業」調査結果
調査期間：2022年3月16日～3月31日　　　調査対象：岩手県保険医協会　FAX登録開業医会員（無記名）　607件
調査方法：FAX送受　　　回答数：115通（18.9％）

　問１）で休んだ事例があった方で、新型コロナウイルスの影響で、
　従業員が何日休んだか？（各医療機関 3 名まで）問２

　全体で、7日以上従業員が休ん
だという報告が 23.9%ありまし
た。また、従業員の休んだ期間
は平均4.2 日となっており、最
大で 14 日間という報告もあり
ました。検査体制の遅れにより、
検査結果が遅くなったことや、
行政からの出勤停止となる基準
が明確に事業所に伝わっていな
いため、医療機関として自主判
断で出勤停止としたケースもあ
るとみられます。

［何日休んだか］
【医科】

【歯科】

　休んだ理由としては、子どもの学校の都合
によるものが 85.2%と多数を占めます。学
級閉鎖から濃厚接触者認定の連絡があり、検
査体制の遅れにより、検査とその結果待ちに
数日必要（感染していればさらに数日）とい
う形で、子どもの世話のために長期に休まざ
るをえない状況となっています。

［休んだ理由］ 【医科】 【歯科】

　医科では、10.3%の診療所で臨時休診とせざるをえない状況となりました。
医療機関の自主判断で臨時休診したとみられるケースもあります。歯科でも、
36.4%の診療所で診療の一部制限を余儀なくされています。歯科診療所の方が 
従業員数が少ないケースが多く、予約等の見通しが立たなかったのではないかと
みられます。

　従業員が休んだことにより、診療に影響はあったか。問３

　当会でも、会員には「小学校休業等対応助成金」制度について周知しています
が、申請期間が延長したこともあり、これから申請する予定という回答が最も多
くなっています。また、申請が煩雑であり、簡便化してほしいとの意見もありま
した。また、医療機関として感染予防のために自主判断で従業員を出勤停止とし
た場合は助成金が給付されないなど、制度上の改善を求める声もありました。

　休んだ従業員に対し「小学校休業等対応助成金」を申請するか。問４
【歯科】

【医科】

【医科】 【歯科】

※ 休みについて複数の要因が重なった事例もあるので、
　 回答数は100%を超えている。

回答なし
6.4％

7日以上
25.6％

6日以内
21.8％

3日以内
29.5％

1日以内
16.7％

7日以上
19.4％

6日以内
12.9％

3日以内
51.6％

その他
2.6％

通常通り
71.8％

一部制限
15.4％

臨時休診
10.3％

その他
4.5％

一部制限
36.4％

通常通り
59.1％

これからする予定
54.5％

有給休暇
9.1％

申請した
9.1％

申請しない
27.3％

申請した
10.3％

申請しない
20.5％

これからする予定
25.6％

有給休暇
23.1％

制度不明
12.8％

その他
5.1％

回答なし
2.6％

そ
の
他

子
ど
も
の
学
校
・
学
級
の
閉
鎖

子
ど
も
の
濃
厚
接
触
者
結
果
待
ち

子
ど
も
の
濃
厚
接
触
者
認
定

子
ど
も
の
感
染

本
人
の
濃
厚
接
触

本
人
の
感
染

そ
の
他

子
ど
も
の
学
校
・
学
級
の
閉
鎖

子
ど
も
の
濃
厚
接
触
者
結
果
待
ち

子
ど
も
の
濃
厚
接
触
者
認
定

子
ど
も
の
感
染

本
人
の
濃
厚
接
触

本
人
の
感
染

7.7％
2.6％

7.7％

42.3％

17.9％

41.0％

10.3％

13.6％ 13.6％ 18.2％ 18.2％

31.8％

90.9％

4.5％

1日以内
16.1％



(3)　2022年５月５日 「第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 第 548 号

■　協会ホームページでも情報発信していますので、ぜひご覧下さい。https://www.i-hoken-i.org またはインターネットで「岩手県保険医協会」で検索してください。

医
療
費
一
部
負
担
金
免
除

＝
岩
手
モ
デ
ル

　
災
害
後
の
長
期
の
医
療
費

一
部
負
担
金
免
除
が
「
岩
手

モ
デ
ル
」
と
し
て
耳
目
を
集

め
た
が
、
次
第
に
こ
の
制
度

は
縮
小
さ
れ
、
最
後
ま
で
対

象
と
な
っ
て
い
た
国
保
と
後

期
高
齢
者
医
療
の
住
民
税
課

税
世
帯
は
21
年
３
月
で
打
ち

切
り
と
な
り
、
非
課
税
世
帯

も
21
年
12
月
ま
で
で
打
ち
切

る
と
い
う
方
針
を
県
は
示
し

て
い
る
。
今
考
え
る
と
、
結

果
的
に
な
か
な
か
巧
み
な
政

策
で
あ
っ
た
。
昔
か
ら
新
し

く 
土
手
を
造
る
と
き
は
、
同

時
に
そ
こ
に
桜
を
植
え
た
り

飲
食
の
店
を
設
け
た
り
さ
せ

て
、
人
出
を
人
工
的
に
作
っ

て
、
土
手
を
踏
み
固
め
さ
せ

た
と
い
う
。
医
療
者
が
県
政

を
訳
知
り
顔
で
分
析
す
る
と
、

県
側
も
鼻
白
む
か
も
し
れ
な

い
が
、
被
災
者
へ
の
支
援
と

し
て
医
療
費
の
負
担
を
免
除

す
る
こ
と
は
、
医
療
機
関
に

と
っ
て
も
大
き
な
福
音
と

な
っ
た
筈
だ
。
被
災
が
ト
リ

ガ
ー
と
な
っ
て
経
済
的
に
困

窮
し
て
通
院
を
控
え
る
と
な

る
と
、
地
元
の
医
療
機
関
も

患
者
が
減
っ
て
経
営
が
立
ち

ゆ
か
な
く
な
る
。
医
療
設
備

の
被
害
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
患
者
が
ど
ん
ど
ん
く
る

仕
組
み
が
あ
る
こ
と
は
医
療

従
事
者
に
と
っ
て
も
、
大
き

な
希
望
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。被
災
直
後
に
被
害
に
あ
っ

た
自
院
の
前
に
立
ち
、「
あ
と

10
年
若
か
っ
た
ら
」
と
唇
を

噛
ん
だ
医
師
あ
る
い
は
歯
科

医
師
の
こ
と
を
聞
い
た
が
、

臥
薪
嘗
胆
も
予
想
よ
り
短
く

済
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

　
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
の

深
慮
遠
謀
は
、
達
増
「
賢
政
」

と
の
評
価
も
得
て
、
た
だ
で

さ
え
医
療
資
源
の
乏
し
い
地

域
を
早
期
に
被
災
前
程
度
に

は
回
復
さ
せ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
政
策
も
永
遠

に
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
知
る
心
あ
る
医
師
・
歯

科
医
師
達
は
、
口
を
揃
え
て

「
そ
ろ
そ
ろ
（
免
除
を
廃
止
し

て
も
）
止
む
を
得
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
。
も
う

大
丈
夫
、
と
い
う
自
信
の
一

端
を
見
た
。
前
出
の
井
上
博

之
先
生
の
そ
れ
ま
で
の
調
査

結
果
に
よ
れ
ば
、
医
療
費
が

上
が
っ
た
直
後
の
受
診
率
は
、

医
科
は
横
這
い
、
歯
科
は
下

が
る
と
の
こ
と
。
歯
科
医
師

な
ら
実
感
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　
当
会
は
、
そ
れ
で
も
免
除

の
継
続
と
復
活
を
訴
え
て
い

る
。
総
体
復
興
し
つ
つ
あ
る

と
し
て
も
、
個
々
に
見
れ
ば

ま
だ
ま
だ
免
除
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
方
々
も
い
る
。
そ

う
い
う
情
況
を
、
10
年
と
い

う
区
切
り
を
理
由
に
忘
れ
た

り
無
視
し
た
り
は
で
き
な
い
。

そ
う
い
う
方
々
の
有
事
は
終

わ
っ
て
は
い
な
い
。

　
当
県
の
場
合
は
、
医
療
費

の
一
部
負
担
金
免
除
が
短
期

間
で
終
了
し
た
宮
城
県
や
原

発
事
故
を
抱
え
る
福
島
県
に

比
べ
る
と
、
一
見
復
興
の
障

壁
が
少
な
い
よ
う
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
医

療
資
源
や
社
会
資
源
が
乏
し

い
地
域
が
多
い
こ
と
は
永
年

の
懸
案
で
あ
り
、
岩
手
県
の

自
殺
率
が
全
国
最
悪
の
原
因

と
も
言
わ
れ
る
。
２
０
１
４

年
以
来
再
び
２
０
２
０
年
に

全
国
最
高
に
な
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
経
済
的
打
撃
も

追
い
打
ち
と
な
っ
て
い
る
ら

し
い
。

　
認
知
行
動
療
法
研
修
開
発

セ
ン
タ
ー
の
大
野
裕
氏
（
精

神
科
医
）
の
コ
ラ
ム
に
よ
れ

ば
、
大
震
災
後
の
復
旧
復
興

の
手
伝
い
に
行
っ
た
と
き
、

住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と

が
地
域
作
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
、
研
修
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
期
待
さ
れ
る
行
動

変
容
に
は
お
互
い
へ
の
配
慮

が
必
要
と
実
感
さ
れ
て
、
実

感
す
る
こ
と
で
住
民
の
心
理

的
な
つ
な
が
り
が
強
ま
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
配
慮
は
コ
ロ
ナ
禍

で
も
重
要
に
な
る
と
も
い
う
。

有
事
か
ら
平
時
に
向
か
っ
て

い
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
配

慮
は
住
民
同
士
だ
け
で
は
な

く
、
支
援
す
る
側
か
ら
も
必

要
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

こ
の
コ
ラ
ム
で
大
野
氏
は「
被

災
者
」
と
い
う
語
は
使
っ
て

は
い
な
か
っ
た
。　
　
　

「
い
つ
ま
で
も
被
災
者
と

呼
ば
な
い
で
」

　
当
会
で
は
、
通
院
し
て
い

る
被
災
者
に
大
震
災
の
翌
年

か
ら
毎
年
（
12
年
の
み
２
回
）

 

有
事
と
平
時
の
間
で

連

載―
東
日
本
大
震
災
被
災
の

　
　
傍
観
者
の
心
に
去
来
す
る
こ
と
―

岩
手
県
保
険
医
協
会
会
長
　
南
　
部
　
淑
　
文

３
回

計
11
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
ほ
ぼ
毎
回
２
〜
３
千
名

か
ら
回
答
を
得
た
。
被
災
者

の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
が
、
結
果

的
に
発
信
の
力
や
術
の
な
い

方
々
の
生
の
声
を
要
路
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
、
医
療
費

の
一
部
負
担
金
免
除
の
政
策

実
現
か
つ
継
続
に
寄
与
し
た

と
総
括
し
て
い
る
。

　
一
方
、
最
近
は
、「
被
災
者
」

と
い
う
呼
び
方
に
、
住
民
の

方
々
か
ら
違
和
感
を
覚
え
る

と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
て
い

る
。
被
災
者
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
の
前
に
宮
古
市
民
で

あ
り
、
大
槌
町
民
で
あ
る
と

い
う
の
だ
。
前
出
の
大
野
裕

氏
の
よ
う
に
、
今
後
配
慮
し

て
い
こ
う
と
思
う
。
被
災
者

か
ら
す
れ
ば
平
時
に
戻
っ
た

と
い
う
意
識
の
表
明
で
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
す
る

側
の
方
で
勝
手
に
有
事
の
ま

ま
の
扱
い
を
続
け
て
い
た
の

だ
っ
た
。
も
う
有
事
で
は
な

い
と
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
方
々
に
、「
ま
だ
大
変
で

し
ょ
う
」「
行
く
末
が
不
安
で

し
ょ
う
」
と
い
っ
た
接
し
方

を
し
て
い
な
い
か
一
考
を
要

す
る
。
た
だ
、
救
い
上
げ
る

網
の
目
が
荒
く
て
落
ち
こ
ぼ

れ
る
人
が
な
い
か
を
注
視
し

て
い
く
べ
き
だ
。
悲
鳴
や
恨

み
節
が
聞
こ
え
な
く
て
も
、

行
政
に
は
救
う
べ
き
義
務
が

あ
る
こ
と
を
住
民
に
知
ら
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
大
阪
保
険
医
雑
誌
よ
り
転
載

　
１
月
25
日
、厚
労
省
は
「
令

和
４
年
度
に
お
け
る
指
導
監

査
等
に
つ
い
て
」
事
務
連
絡

を
発
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
令
和
５
年
度
実
施
分
ま

で
の
高
点
数
に
よ
る
個
別
指

導
は
実
施
し
な
い
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
事
務
連
絡
で
は
、
今
年
、

集
団
的
個
別
指
導
に
選
定
さ

れ
た
医
療
機
関
が
来
年
も
高

点
数
に
該
当
す
る
場
合
、
令

和
６
年
度
に
高
点
数
に
よ
る

個
別
指
導
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。

〈
今
年
度
の
指
導
〉

◆
集
団
指
導
（
指
定
時
、
更

新
時
、
登
録
時
）

　
実
施
。
本
年
２
月
１
日
か

ら
３
月
４
日
ま
で
試
行
し
た

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
原
則
と
し
、

新
規
登
録
時
も
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
で
実
施
。
医
療
機
関
の
会

議
室
等
で
複
数
の
保
険
医
が

同
時
に
視
聴
も
可
。
１
ヵ
月

の
視
聴
期
間
が
設
け
ら
れ
る

予
定
。

◆
集
団
的
個
別
指
導

　
集
合
形
式
に
よ
り
実
施（
感

染
状
況
に
よ
り
資
料
配
布
、

動
画
配
信
も
可
）。

　
令
和
４
年
度
に
集
団
的
個

別
指
導
を
受
け
た
医
療
機
関

で
、
指
導
大
綱
等
に
規
定
す

る
選
定
基
準
に
該
当
す
る
場

合
は
、
令
和
６
年
度
に
高
点

数
を
理
由
と
す
る
個
別
指
導

の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
令
和
５

年
度
の
状
況
を
見
極
め
た
上

で
実
施
の
可
否
を
判
断
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
個
別
指
導

　
指
導
大
綱
に
基
づ
き
実
施
。

た
だ
し
、
高
点
数
の
保
険
医

療
機
関
に
対
す
る
個
別
指
導

は
実
施
し
ま
せ
ん
。

◆
新
規
個
別
指
導

　

教
育
的
指
導
の
観
点
か
ら

全
て
実
施
。
令
和
２
年
度
、

３
年
度
の
未
実
施
分
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
度
中
の
解
消
に

努
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
監
査

　
実
施
。

◆
適
時
調
査

　

実
地
で
の
調
査
を
実
施
。

た
だ
し
、
院
内
視
察
を
行
わ

な
い
と
さ
れ
、
地
域
、
調
査

対
象
病
院
の
実
情
を
考
慮
の

上
、
感
染
拡
大
防
止
、
医
療

提
供
体
制
の
維
持
を
最
優
先

し
て
実
施
の
可
否
を
判
断
。

　
こ
れ
ま
で
約
２
年
間
、
自

己
点
検
の
結
果
を
報
告
す
る

こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
自
己
点
検
結
果
報

告
書
が
未
提
出
の
病
院
や
、

前
回
適
時
調
査
の
実
施
年
度

が
古
い
病
院
を
優
先
し
て
実

施
。

　
返
還
事
案
が
発
生
し
た
場

合
の
遡
及
は
、
原
則
自
己
点

検
を
行
っ
た
令
和
３
年
７
月

以
降
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
自
己
点
検
で
否
と

な
っ
た
場
合
や
、
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
等
、
自

己
点
検
報
告
が
虚
偽
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
事

実
に
基
づ
い
て
返
還
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

情
報
提
供
や
再
指
導
を
理
由
と
す
る

個
別
指
導
は
実
施

本
年
度
の
指
導

　4月13日の中医協総会で、ウクライナ
情勢を受けた金パラの高騰への対応とし
て、5月に歯科用金属の緊急改定を実施す
ることが決まりました。
　4月改定での3,149円から3,413円に
なります。
　4月から随時改定の方法の見直しで、変
動幅に関わらず、素材価格に応じて年4
回（4月、7月、10月、1月）改定が行われ
ることになっていました。今回、5月に改
定が行われますが、今年7月も予定通り
実施されます。
　改定の詳細は厚生労働省保険医療課4
月13日の事務連絡をご覧ください。

5月診療分から
3,413円に

金パラ　緊急改定金パラ　緊急改定
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医院
のた
めの

労務
ワン
ポイ
ント

アド
バイ
ス

　
ご
く
稀
で
す
が
労
働
基
準

監
督
署
が
突
然
来
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
監
督
署

は
調
査
と
い
う
言
葉
を
使
わ

ず
に
臨
検
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
税
務
署
で
す
ら

事
前
に
連
絡
し
て
く
る
の
に

突
然
来
る
こ
と
は
何
事
だ
」

と
憤
慨
さ
れ
る
方
が
い
ま

す
。
労
働
基
準
監
督
官
と
す

れ
ば
実
態
を
知
る
た
め
に
は

事
前
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く

突
然
監
督
す
る
に
限
る
と
い

う
わ
け
で
す
。
根
拠
と
な
る

も
の
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
で
す
。

ま
た
臨
検
と
は
別
に
「
一
般

労
働
条
件
等
に
関
す
る
個
別

調
査
の
実
施
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
よ
く
こ
の
よ

う
な
臨
検
な
り
調
査
が
あ
る

と「
誰
か
密
告
し
た
の
で
は
」

と
犯
人
探
し
を
す
る
経
営
者

が
い
ま
す
。
し
か
し
、
わ
た

く
し
と
す
れ
ば
こ
れ
は
あ
ま

り
意
味
が
な
い
と
思
い
ま

す
。
む
し
ろ
こ
れ
は
労
働
環

境
を
改
善
す
る
い
い
機
会
と

捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
調
査
で
は
労
働
条

件
通
知
書
、
就
業
規
則
、
タ

イ
ム
カ
ー
ド
、
賃
金
台
帳
、

有
給
休
暇
管
理
簿
な
ど
を
調

べ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
書
類
は

労
務
管
理
で
最
低
限
必
要
な

も
の
ば
か
り
で
す
。
労
働
基

準
監
督
官
に
な
っ
た
人
は
大

学
新
卒
も
い
ま
す
が
公
務
員

に
し
て
は
意
外
と
中
途
採
用

が
多
い
の
で
す
。
わ
た
く
し

も
そ
の
よ
う
な
人
に
は
労
働

基
準
監
督
官
に
な
っ
た
理
由

を
聞
き
ま
す
。
理
由
は
以
前

金
融
機
関
に
勤
め
て
い
た
が

労
働
基
準
監
督
署
の
臨
検
（
調
査
）
は

前
向
き
に
と
ら
え
る
べ
き

㉕

あ
ま
り
に
も
ブ
ラ
ッ
ク
な
の

で
こ
う
い
う
労
働
環
境
を
変

え
た
い
と
思
っ
て
な
っ
た
な

ど
回
答
す
る
人
が
多
い
こ
と

に
気
が
付
き
ま
す
。

　
厳
し
い
監
督
官
と
こ
ん
な

調
査
で
い
い
の
か
と
思
う
監

督
官
が
い
ま
す
。
最
近
は
監

督
官
も
厳
し
く
管
理
さ
れ
年

間
の
監
督
計
画
に
基
づ
き
臨

検
（
調
査
）
を
行
い
ま
す
。

わ
た
く
し
は
臨
検
を
積
極
的

に
受
け
止
め
労
務
体
制
を

整
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
現
実
に
自
殺
者
を
出
し

た
「
電
通
」
は
何
回
も
臨
検

を
受
け
是
正
勧
告
も
受
け
な

が
ら
ま
と
も
に
臨
検
を
受
け

止
め
な
か
っ
た
た
め
将
来
性

の
あ
る
有
能
な
若
き
女
性
社

員
を
自
殺
さ
せ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
有
能
な
社
員
を
な
く

常
任
理
事
会
だ
よ
り 

３
月

【
日
　
時
】

　
　
２
０
２
２
年

　
　
　
３
月
15
日
㈫

　
19
：
30
〜
21
：
00

【
場
　
所
】

　

 

ア
イ
ー
ナ
会
議
室
８
０
１

【
出
席
者
】

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ
て

13
名

１
、 

２
０
２
２
年
２
月
期
活
動

報
告
並
び
に
２
０
２
２
年

３
〜
４
月
期
活
動
計
画
等

が
承
認
さ
れ
た

２
、 

協
会
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
更
新
を
行
う
こ
と
が
承

認
さ
れ
た

３
、 

定
期
総
会
の
選
挙
管
理
委

員
に
つ
い
承
認
さ
れ
た

４
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
「
従
業
員
休

業
」
調
査
を
行
う
こ
と
が

承
認
さ
れ
た

５
、 

新
点
数
検
討
会
で
の
医
療

運
動
推
進
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た

６
、 

春
の
組
織
拡
大
な
ら
び
に

共
済
普
及
月
間
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

７
、 

Ⅲ
種
会
員
の
申
請
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

８
、 

ゼ
ロ
の
会
オ
ン
ラ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
後
援
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た

し
て
し
ま
っ
た
損
失
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
が
社
会
的
信

用
も
大
き
く
失
い
ま
し
た
。

　
保
険
医
協
会
の
皆
さ
ん
の

と
こ
ろ
で
は
監
督
官
の
臨
検

関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
有
給
休
暇
の
不
満
、
残

業
代
不
払
い
の
不
満
な
ど
は

ス
タ
ッ
フ
の
間
で
は
意
外
と

多
い
の
で
す
。
医
療
機
関
こ

そ
早
め
に
不
満
の
芽
を
摘
み

取
り
労
働
環
境
を
改
善
す
る

た
め
労
働
基
準
監
督
官
が
来

る
と
言
っ
た
ら
「
い
や
だ
な

ー
」
と
思
わ
ず
「
し
め
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

　
曽
我
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

　
所
長
　
曽
　
我
　
　
　
浩

　
４
月
18
日
㈪
に
テ
レ
ホ
ン

相
談
を
開
催
し
、
８
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
内

容
と
し
て
は
ブ
リ
ッ
ジ
が
最

も
多
く
、
次
に
痛
み
、
保
険

診
療
・
料
金
、
有
病
者
、
次

い
で
義
歯
、
顎
関
節
症
、
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
、
咬
合
、
脱
離
、

口
腔
内
装
置
、
根
管
治
療
な

ど
に
つ
い
て
で
し
た
。

  

主
な
相
談
内
容
は
、「
現

在
の
ブ
リ
ッ
ジ
の
部
位
が
し

み
た
り
痛
み
が
あ
る
た
め
再

作
製
し
た
方
が
良
い
か
。
ま

た
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
ど

う
か
。
料
金
は
い
く
ら
か
か

る
か
」、「
何
度
も
義
歯
を
作

製
し
て
い
る
が
合
わ
な
く
て

痛
い
。
無
理
を
し
て
使
っ
て

い
る
が
不
便
で
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」、「
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
と
歯
ぎ
し
り
で
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
を
装
着
し
て
い
る

が
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
」、

「
本
人
は
気
に
な
ら
な
い
が
、

咬
合
の
状
態
に
よ
り
口
腔
内

か
ら
常
に
カ
チ
カ
チ
と
い
う

音
が
し
て
い
る
。
原
因
は
何

が
考
え
ら
れ
る
か
」
な
ど
多

岐
に
渡
り
、
ほ
と
ん
ど
の
相

談
者
が
定
期
的
に
歯
科
医
院

に
通
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん

で
し
た
が
、
主
治
医
に
遠
慮

し
て
直
接
相
談
で
き
な
い
様

子
で
し
た
。

　
担
当
役
員
は
相
談
者
の
話

を
じ
っ
く
り
と
伺
い
、
問
題

点
を
整
理
し
た
う
え
で
時
間

を
か
け
て
懇
切
丁
寧
に
回
答

し
ま
し
た
。
治
療
を
継
続
す

る
う
え
で
、
か
か
り
つ
け
の

主
治
医
に
ど
の
よ
う
な
話
を

し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い

相
談
者
に
は
、
相
談
す
る
う

え
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
た

り
、
義
歯
が
合
わ
な
く
困
っ

て
い
る
相
談
者
に
は
せ
っ
か

く
作
製
し
た
義
歯
な
の
で
快

適
に
使
え
る
よ
う
に
遠
慮
せ

ず
に
調
整
に
通
う
よ
う
に
、

ま
た
、
口
腔
内
装
置
も
昔
に

作
製
し
た
も
の
で
、
合
わ
な

い
と
感
じ
た
ら
新
し
く
作
製

し
た
い
と
主
治
医
に
希
望
す

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
相
談
者

も
「
遠
慮
せ
ず
次
回
受
診
時

に
主
治
医
や
ス
タ
ッ
フ
に
相

談
し
て
み
ま
す
」、「
こ
の
ま

ま
通
院
を
続
け
て
様
子
を
見

ま
す
」
と
安
心
し
た
様
子
で

し
た
。

　
ま
た
今
回
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
を
受
け
て
金
パ
ラ
価

格
が
過
去
最
高
水
準
ま
で
高

騰
し
緊
急
改
定
が
実
施
さ
れ

る
と
の
報
道
を
受
け
、
窓
口

一
部
負
担
金
が
上
昇
す
る
こ

と
を
心
配
さ
れ
る
相
談
も
あ

り
ま
し
た
。

相談を受ける歯科医師

受
診
を
後
押
し

～ 

ヨ
イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談 

開
催 

～

　

江
戸
時
代
中
期
の
医
者

で
、
杉
田
玄
白
と
書
簡
を
交

わ
し
、
蘭
学
の
発
展
に
協
力

し
た
の
が
二
代
目
清
庵
、
建

部
由
正
（
よ
し
ま
さ
）
で
し

た
。
建
部
家
は
代
々
清
庵
と

号
し
初
代
・
元
水
の
代
か
ら

医
業
で
一
ノ
関
藩
に
仕
え
、

五
代
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
清
庵
由
正
は
川
小
路
に
生

ま
れ
、
19
歳
の
時
に
仙
台
に

遊
学
、
そ
の
後
、
藩
主
田
村

村
隆
候
よ
り
学
資
を
賜
り
江

戸
で
独
力
で
和
蘭
医
学
を
究

め
ま
し
た
。

　
37
歳
で
家
業
を
継
ぎ
ま
し

た
が
、
そ
の
頃
、
凶
作
飢
饉

が
続
き
、
１
７
５
５
年
に
は

藩
内
で
も
死
者
が
相
次
ぎ
、

清
庵
は
「
民
間
備
荒
録
」
を

著
作
。
飢
饉
に
備
え
て
食
用

と
な
る
樹
木
を
植
え
、
食
料

を
備
蓄
す
る
方
法
や
草
や
木

の
葉
を
食
べ
る
方
法
、
解
毒

法
、
応
急
手
当
法
な
ど
を
解

説
し
、
多
く
の
人
を
飢
え
か

ら
救
い
ま
し
た
。

　
「
民
間
備
荒
録
」
に
紹
介

さ
れ
た
植
物
の
図
譜
「
備
荒

草
木
図
」
は
、
清
庵
が
亡
く

な
っ
て
50
年
後
、
大
槻
玄
沢

や
杉
田
伯
元
を
中
心
と
し
た

蘭
学
者
に
よ
っ
て
世
に
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
植
物
を
植
え

た
「
清
庵
野
草
園
」
が
一
関

市
の
釣
山
公
園
内
に
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、
和
蘭
医
学
の
真
相

を
確
か
め
よ
う
と
、
１
７
７

０
年
、
自
分
の
疑
問
を
書
い

て
門
人
の
衣
関
甫
軒
に
託

し
、
江
戸
に
走
ら
せ
、
つ
い

に
「
解
体
新
書
」
で
知
ら
れ

る
杉
田
玄
白
の
目
に
触
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
清
庵

の
考
え
が
核
心
に
触
れ
て
い

る
こ
と
に
玄
白
は
驚
き
、
そ

の
見
識
に
敬
服
、
そ
れ
か
ら

二
人
の
医
事
問
答
の
書
面
の

交
換
が
始
ま
り
、
往
復
し
た

書
簡
は
「
和
蘭
医
事
問
答
」

と
し
て
後
に
門
人
が
ま
と

め
、
西
洋
医
学
入
門
者
の
必

読
書
と
な
り
ま
し
た
。

　
清
庵
は
「
一
ノ
関
に
過
ぎ

た
る
も
の
が
二
つ
あ
り
。
時

の
太
鼓
に
建
部
清
庵
」
と
う

た
わ
れ
、
生
前
に
伝
説
化
さ

れ
る
ほ
ど
の
名
医
で
東
北
地

方
で
は
蘭
学
の
元
勲
と
も
言

わ
れ
ま
し
た
。
東
北
で
初
め

て
人
体
解
剖
を
し
た
の
は
清

庵
の
三
男
・
由
水
（
三
代
清

庵
）
で
す
。

岩
手
歴
史
探
訪
１

民
みんかん
間備

び
荒
こうろく
録（一関市博物館）

和
おらんだ
蘭医

い じ
事問
もんどう
答（一関市博物館）

た
け
べ
　
せ
い
あ
ん

（
１
７
１
２
〜
１
７
８
２
）

二
代
目
　
建
部
　
清
庵
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